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事
務
長
（
兼
）　 

村
田
義
幸�

　
　
　
　
　
　
医
療
担
当
　
　
　
黒
木
初
代�

�【
農
業
委
員
会
】�

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
（
兼
）
前
田
光
孝�

　
　
　
　
　
　
局
長
補
佐
（
兼
）
黒
木
忠
幸�

　
　
　
　
　
　
担
当
　
　
　
　
　
黒
木
博
文�
�【

教
育
委
員
会
】�

　
　
　
　
　
　
教
育
長
　
　
　
　
長
尾
　
勇�

教
育
課
　
　
　
課
長
　
　
　
　
　
瓶
田
哲
朗�

　
　
　
　
　
　
指
導
主
事
（
県
派
遣
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
将
人�

　
　
　
　
　
　
学
校
教
育
担
当
　
石
田
隆
二�

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
黒
田
和
幸�

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
木
原
幸
子�

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
荒
田
健 

一�

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
吉
田
健
洋�

　
　
　
　
　
　
生
涯
学
習
担
当
　
鎌
田
次
郎�

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
千
本
頼
子�

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
熱
田
進
也�

南
郷
支
所
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
海
野
勝
弥�

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
田
村
武
士�

北
郷
支
所
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
荒
砂
俊
之�

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
藤
本
　
貴�

西
郷
中
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
中
田
京
子�

美
郷
南
学
園
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
英
子�

南
郷
給
食
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
那
須
順
子�

南
郷
幼
稚
園
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
愛
子�

田
代
幼
稚
園
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
理
恵�

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
宮
本
怜
子�

北
郷
幼
稚
園
　
　
　
　
　
　
　
　
海
野
陽
子�

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
奈
須
千
晶�

�【
入
郷
地
区
衛
生
組
合
】�

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
　
　
藤
本
久
充�

�

● 

平
成
２５
年
３
月
３１
日
付
け
退
職
者�

北
郷
支
所
長
　
　
　
　
　
　
　   

鎌
倉
初
文
　�

林
業
振
興
課
長
　
　
　
　
　
　
　
石
井
研
友�

清
翠
園
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
末
廣�

農
業
委
員
会
事
務
局
長
　
　
　
　
福
村
　
淳
　�

町
民
生
活
課
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
須
敦
子�

清
翠
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
田
厚
子�

清
翠
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
千
代
子�

教
育
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
田
文
枝�

教
育
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
秀
子�

教
育
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
智
寿
美�

南
郷
診
療
所
長
　
　
　
　
　
　
　
末
永
　
治�

�������



　「
第
16
回
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
in
百
済
の
里
」

開
催
に
あ
た
り
、
町
内
外
の
多
く
の
企

業（
20
社
）・
団
体（
１
団
体
）よ
り
ご
協

賛
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
去
る
２
月
15
日

(

金)

に
は
、
株
式
会
社
ア
ッ
プ
ス（
日
向
市
）

の
山
下
昭
良
様
よ
り
タ
オ
ル
９
０
０
本
の

目
録
が
大
会
長
で
あ
る
菊
田
町
長
に
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
協
賛
頂
き
ま
し
た
皆

様
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
美
郷
町
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
一
大
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト「
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
in
百
済
の
里
」が
去
る
３
月
３
日

(

日)

に
、
今
回
よ
り
会
場
を「
南
郷
茶
屋
」特
設
会
場
に

移
動
し
、
色
鮮
や
か
な
バ
ル
ー
ン
ア
ー
チ
を
シ
ン
ボ
ル

に
装
い
も
新
た
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
開
会
式
で
は
、
神
門
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
の
中
束
龍

星
さ
ん
と
、
高
橋
柊
斗
さ
ん
の
２
名
が
会
場
中
に
響

き
渡
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声
で
選
手
宣
誓
の
大
役
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ
ー
ト
時
に
は
、
美
郷

南
学
園
の
７
年
生
と
８
年
生
の
皆
さ
ん
が
韓
国
伝
統

芸
能
サ
ム
ル
ノ
リ
を
披
露
し
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上

げ
て
頂
き
ま
し
た
。�

　
大
会
に
は
県
内
外
か
ら
総
勢
６
８
０
名
が
エ
ン
ト

リ
ー
。
当
日
は
４
年
ぶ
り
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
暖
か
な

絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
好
記
録
が
次
々
と
誕

生
し
ま
し
た
。�

　
今
回
は
、
旭
化
成
陸
上
部
の
大
黒
柱
と
し
て
ご
活

躍
中
の
佐
藤
智
之
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

お
迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
５
㎞
の
部
を
一
般

ラ
ン
ナ
ー
と
一
緒
に
走
っ
て
頂
い
た
他
、
サ
イ
ン
会
や

記
念
写
真
撮
影
に
も
気
さ
く
に
応
じ
て
頂
き
、
大
会

に
華
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
崎
県
の
マ
ス

コ
ッ
ト「
み
や
ざ
き
犬
」の「
む
う
ち
ゃ
ん
」も
来
場
し
、

子
供
た
ち
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。�

　
閉
会
式
終
了
後
に
は
特
別
抽
選
会
を
開
催
。
韓
国

往
復
ペ
ア
航
空
券
・
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
豪
華
賞
品
が

当
た
る
と
あ
っ
て
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。�

　
大
会
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
給
水
所
設
置
や

沿
道
の
旗
立
て
等
を
し
て
頂
き
ま
し
た
各
自
治
公
民

館
の
皆
様
や
、
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
競
技
役
員
の

方
々
に
支
え
て
頂
き
ま
し
て
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
沿
道
か
ら
声
援
を
送
っ
て
頂
い
た
町
民

の
皆
様
も
含
め
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

��

旭化成陸上部の大黒柱としてご活躍中の�
佐藤智之さん�

�



　平成２４年度過疎対策事業として整備を進めて
いました上区コミュニティセンターが３月末に完成
しました。�
　この施設は旧施設（上区生活改善センター）
の老朽化に伴い建て替えられたもので、建設委
員会が中心となり、各所に地域住民の要望を取
り入れ、機能的な施設となりました。�
　今後は、地域のコミュニティ活動の拠点施設と
して、一層、地域の連帯感を高めることはもとより、
地域外との交流の促進が期待されます。�
　事業の概要は次のとおりです。�
�

　
３
月
２４
日
（
日
）
に
西
郷
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、「
西
郷
文
化
協
会
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
杉
本
稲
好
会
長
の
挨
拶
の
後
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
詩

吟
、
民
謡
の
７
団
体
27
組
が
、
一
年
間
の
締
め
く
く
り
と
し

て
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
熱
の
こ
も
っ
た
歌
や
踊

り
に
会
場
か
ら
拍
手
や
声
援
が
送
ら
れ
、
出
演
者
か
ら
は
、

「
温
か
い
声
援
は
励
み
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

り
ま
す
。」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
最
後
は
餅
ま
き
で
盛
り
上
が
り
閉
幕
し
ま
し
た
。�

�

三
月
期
子
牛�

郡
共
進
会�

�

北
郷
図
書
館
�

詩吟�

舞踊�

よろしくお願いいたします。�
井口　勲さんにつきましては、長い間本当におつかれさまでした。　�
�

　
３
月
29
日
（
金
）、
西
郷
区
慰
霊
殿
を

会
場
と
し
て
、
戦
没
者
追
悼
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、
国
歌
斉
唱
、
黙
祷
の
後
、

菊
田
町
長
（
社
協
会
長
）
が
、『
戦
争
か

ら
時
代
が
遠
ざ
か
る
今
、
戦
没
者
の
方
々

の
尊
い
犠
牲
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
恒
久

の
平
和
を
確
立
す
る
こ
と
が
我
々
の
責
務

で
あ
る
』
と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
遺
族
を
代
表
し
、
澄
本
泰
啓

会
長
が
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
後
、

来
賓
の
式
辞
を
い
た
だ
き
、
最
後
に
参

列
者
全
員
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

終
戦
か
ら
今
年
で
67
回
目
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
追
悼
式
に
は
、

来
賓
・
遺
族
ら
98
名
の
ご
参
列
を
賜
り
、

戦
場
に
散
っ
た
尊
い
２
６
８
名
の
戦
没
者

の
ご
冥
福
と
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た

に
し
て
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。�

�

　井口勲委員（南郷区）の任期満了での退任に伴い、新しい教育委員として堀正人さん（南郷区）
が選任されました。�
　平成２５年２月２１日からの教育委員に関しては、次のとおりです。�
�

よろしくお願いいたします。�
井口勲さんにつきましては、長い間本当におつかれさまでした。　�
�

　私は、生まれも育ち
も美郷町の西郷区で
す。美郷町に住んでい
ましたが、まだまだこの
まちについてわからな
いことばかりでこれか
ら勉強していかなけれ
ばなりません。�
　職員として一日も早く仕事になれ、地域住民
の方々に顔と名前を覚えられるようにしていき
たいと思います。地域住民の方とのふれあいを
大切にし、これから美郷町、町民のために頑張
っていきたいと思いますので、よろしくお願いし
ます。�
�

　南郷支所・財務課・地籍
調査担当に配属されまし
た松本万市です。出身は
南郷区で、現在２５歳です。
高校までは宮崎の学校に
通い、大阪の大学では数
学を専攻していました。ま
だ働き始めて日が浅く、わ
からないことばかりですが、上司の方々に親切に
指導していただいています。両親は南郷区神門で
弁当屋を営んでいますが、働き始めて両親が町
民の方々に信用されていることを感じました。私も
仕事は違えど町民の方々に信用されるように頑張
りたいです。�



(

解
説)�

　
浜
に
ひ
き
あ
げ
ら
れ
た
舟
と
舟
と
の
間
に
、
冬
の
寒
風
を
さ
け
て
燃

や
す
焚
火
を
は
さ
ん
で
、
腰
を
す
え
、
言
葉
少
な
く
海
を
眺
め
る
葉
桜

と
牧
水
が
い
る
。�

※ 
解
説
は
、
前
葉
桜
顕
彰
会 

理
事 

故 

石
井
啓
夫 

氏
に
よ
り
ま
す
。�

�

　昨年１０月７日(日 )に開催されました「第５回美郷町民
スポーツ祭」の大会終了後、美郷町体育協会役員や各団
の幹部の皆様にアンケートを実施し、その内容等を踏まえ
３月２１日(木 )に第２回運営委員会が開催されました。そ
の協議の結果、今後の本スポーツ祭の開催日について一
定の結論を出して頂きました。�

　
郷
土
が
生
ん
だ
歌
人
、
小
野

葉
桜
の
そ
の
生
涯
と
作
品
を
広

く
長
く
顕
彰
し
地
域
文
化
発
展

の
推
進
力
に
し
よ
う
と
、
昭
和

63
年
２
月
に
「
葉
桜
顕
彰
会
」

が
設
立
さ
れ
、
本
年
度
25
周

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。�

　
そ
こ
で
、
11
月
３
日(

文
化

の
日)

に
予
定
し
て
い
る
「
葉
桜

祭
り
」
に
お
い
て
、
伊
藤
一
彦
先
生
と
第
17
回
若
山
牧
水
賞
を
受
賞

さ
れ
た
大
口
玲
子
さ
ん
を
お
招
き
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
、
本
県
ご
出

身
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
　
東
　
由
子
さ
ん
に
よ
る
「
葉
桜
コ
ン
サ
ー
ト
」

な
ど
の
記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。(

詳
細
は
次
号)�

　
顕
彰
活
動
25
周
年
を
記
念
し
、
今
月
号
よ
り
葉
桜
の
短
歌
を
１
首

ず
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。�

��

　これは、日程を事前に固定化、具体化することで、他の行事計画を立てる際に明確となる点、稲刈
りなどの農繁期や各区の神社大祭等とも重複しない点等を考慮したものです。�
　今年度は町民スポーツ祭を開催しない年であり、各区のスポーツイベントをこの日を軸に各区体育
協会主導で実施することになります。来年の開催日がこれで決定したことになります。少し早いですが
先にお知らせ致します。�
�
●第６回美郷町民スポーツ祭：平成26年10月26日 (日 )第4日曜日開催予定�
�

　２年に１回開催される美郷町民スポーツ祭が、１０月の最終日曜日開催と方向付けされました。
美郷町民がスポーツを通じて一堂に集う素晴らしい機会となる大事な日です。�
この日にふさわしい名称を町民の皆様に公募致します。
５月末日を締切とし、美郷町体育協会で検討させて
頂きます。採用された方には粗品を進呈致します。
皆様のアイデアをお貸し下さい。よろしくお願い致し
ます。�
�

　西郷バレーボール協会主催第７６回バレーボール大会が、３月１１日から１５日まで西郷農村環境改善
センターで開催されました。�
　男子の部に７チーム、女子の部に６チームの参加があり熱戦が繰り広げられました。�
　大会の結果は、男子の部はアカツキ、女子の部はＷｉｎ’ｓが持ち前のチームワークの良さと根性で予
選からの熱戦を制し優勝しました。�
　両チームとも本協会が主催する大会での優勝は初めてとなります。おめでとうございます。�
�

男子の部　優勝　アカツキ� 女子の部　優勝　Ｗｉｎ’ｓ�



　
新
年
度
か
ら
地
域
づ
く
り
支
援

交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
24
年
度
ま
で
各
組

合
へ
は
、
納
税
組
合
完
納
補
助
金
と

し
て
税
額
等
に
対
し
て
補
助
金
が

出
て
い
ま
し
た
。こ
の
完
納
補
助
金

は
、
個
人
情
報
の
保
護
や
訴
訟
に
お

い
て
の
違
憲
判
決
な
ど
に
よ
り
廃
止

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

こ
と
を
契
機
と
し
て
新
た
な
地
域

づ
く
り
の
支
援
が
求
め
ら
れ
、
創
設

さ
れ
た
の
が
、
地
域
づ
く
り
支
援
交

付
金
で
す
。�

　
こ
の
交
付
金
は
、
環
境
美
化
活
動

や
消
化
栓
の
点
検
活
動
の
実
施
を

交
付
要
件
と
し
て
、
各
世
帯
数
に
あ

わ
せ
て
一
定
の
金
額（
１
７
０
０
円
）

を
乗
じ
て
組
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
使
途
は
自
由
で
す
。
さ
ら

に
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
医
療

費
の
か
さ
む
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
健

康
づ
く
り
活
動
に
よ
る
加
算
金
制

度
を
設
け
ま
し
た
。
医
療
費
抑
制
の

た
め
に
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に

健
診
率
を
高
め
る
た
め
、一
定
の
健

診
率
を
超
え
た
場
合
、
世
帯
数
に
一

定
の
金
額
を
乗
じ
て
組
合
に
交
付

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
た
だ
し
こ

の
加
算
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

度
の
実
績
を
見
て
、
平
成
26
年
度
は

じ
め
に
交
付
す
る
予
定
で
す
。�

　
こ
の
交
付
金
は
、
地
域
活
性
化
の

た
め
、「
親
が
子
ど
も
に
自
信
が
も

て
る
町
づ
く
り
・・
住
ん
で
み
た
い
住

み
よ
い
き
れ
い
な
町
づ
く
り
」を
目

指
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
し

か
も「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」か
ら
自

主
的
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
交

付
金
が
趣
旨
に
則
り
最
大
限
活
か

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。�

�����

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
、

宮
崎
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い

る
自
動
車
の
所
有
者
又
は
使
用
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。�

　
金
融
機
関
ま
た
は
県
税
・
総
務

事
務
所
の
ほ
か
、
各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
自

動
車
税
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
詳
し
く
は
納
税
通
知
書
を
ご
覧
下

さ
い
）�

　
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
５
月

31
日（
金
）ま
で
に
、
自
動
車
税
を
納

め
て
く
だ
さ
い
。�

　
も
し
、
５
月
中
旬
ま
で
に
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
と
き
は
、
お
近
く

の
県
税
・
総
務
事
務
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
障
が
い
者
の
方
の
た
め
に

使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
納
期

限
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、
自
動
車
税

の
一
定
額
が
減
免
さ
れ
ま
す
。�

※
お
問
い
合
わ
せ
は�

　
お
近
く
の
県
税
・
総
務
事
務
所
ま

た
は
県
税
務
課�

�

日
向
県
税
・
総
務
事
務
所�

1
52
‐
４
１
４
８�

�

　第４回となる「地鶏フェスタ」は、県北の５つの市町
村（日向市・門川町・美郷町・都農町・諸塚村）の自慢
の料理や加工品など、各市町村を代表するグルメが
集合する、「うめもんサミットinひむか」へと発展いたし
ました。�
　また、当日は、わんぱく相撲や宇納間エイサーの演奏、
豪華景品が当たる大抽選会など様々なイベントも行
われます。�
　是非、県北の“うめもん”を食べにおこしください。�
�
�

法記念日（５月３日）を中心とした５月１日から７日までを、裁判所では憲法週間と定めています。
これは、憲法の精神や国民生活における裁判所の役割を国民の皆さんに理解していただくこと
を目的とするものです。�

�
務省や検察庁、弁護士会などの協力を得て、全国各地の裁判所では、例年この時期に、法廷等
見学ツアーや各種説明会などの憲法週間行事を積極的に行っています。�

�
間行事にご興味のある方は，裁判所ウェブサイトをご覧いただくか、最寄りの裁判所の総務課に
お問い合せください。週間行事への参加をきっかけとして、裁判所をより身近に感じ、裁判所や
裁判についての理解を深めていただければ幸いです。皆さんのご参加を心よりお待ちしており
ます。�

�
もなく、「裁判員制度」が始まってから４年が経過します。裁判所では，国民の皆さんにとって裁
判がより利用しやすく分かりやすいものとなるように、裁判の制度や仕組みについて、幅広い広
報活動を行っています。�

�
　　　�
�
�
�
�
　裁判所では、これまでと同様、国民の皆さんのよりいっそうのご理解を得られるよう、広報活動を続けて
参ります。�
�

＊裁判例情報、司法統計、見学・傍聴案内をはじめとする各種情報については、裁判所ウェブサイ
ト（http://www.courts.go.jp/）で、裁判員制度の詳しい情報については、裁判員制度ウェブサ
イト（http://www.saibanin.courts.go.jp/）で、それぞれ紹介していますので、是非、アクセスし
てみてください。�

　犬を飼育する時は、狂犬病予防法により生後９１日以上の犬は「登録」と「狂犬
病予防注射」を必ず受けることが義務付けられています。室内犬、猟犬等すべて
の犬が対象です。�
　愛犬を守り、私たち人間の生命を守る為に、飼育者は年に１回、必ず予防注射
を受けさせましょう。本町では、５月に各地域を巡回し予防注射を実施します。既
に登録をしている飼育者には予防注射の日程を葉書にてご案内いたしますが、
これから登録される方で予防接種を受ける方は、役場町民生活課までご連絡く
ださい。�
　また、近年、飼い主のモラルの低下が大きな問題になっており、ペットの飼い方に関する苦情が多数寄
せられています。ペットも地域社会の一員です。物言えぬペットだからこそ、飼い主の気遣いが必要です。
みんなに愛されるペットを目指し、地域社会の調和を保ちましょう。�
�

�



　国では、農業分野においても地球温暖化防止、生物多様性保全に積極的に貢献していくことが重要と
なっています。このため、農業者等が化学肥料・化学合成農薬の５ 割低減の取組とセットで、地球温暖化
防止を目的とした、農地土壌への炭素貯留に効果の高い営農活動や生物多様性保全に効果の高い営農
活動に取り組む場合に支援を行います。�

　支援対象となるには、化学肥料、化学合成農薬を都道府県の慣行レベルから原則５割以上低減する
取組とセットで、地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い上記の営農活動等に取り組む必要が
あります。�

　本町では、経営感覚の優れた効率的かつ安定的な農林業経営体の育成に資するため、日向農業協
同組合が貸付けた資金の利子相当額を以下の条件により交付いたします。�

　エコファーマーの認定申請及び申請期日が６ 月上旬となっています。�
土壌診断・その他必要な事項がございますので、詳しい内容、申請方法におきましては、５ 月迄に農業
振興課（本所・支所）に問い合わせ下さい。�
�
　（問い合わせ先） 農業振興課本所 166-3605　南郷支所 159-1603　北郷支所 162-6203

対象取組については、化学肥料・化学合成農薬の５ 割低減の取組とセットで取り組む必要があります。�

５割低減の取組の前後のいずれかに緑肥等を
作付けする取組�

５割低減の取組の前後のいずれかに炭素貯留
効果の高い堆肥（注２）を施用する取組�

�

　エコファーマー認定を受けていること、農業環境規範に基づく点検を行っていることが条件
となります。有機農業に取り組む農業者については、エコファーマー認定に関する特例措置
を利用することができますが、県では認定を推奨していますので、申請をお願いします。�

化学肥料・農薬を使用しない取組�
５割以上低減する取組の前後いずれかの冬�
期間に水田に水を張る取組�

�



美郷町で実施している農林業担い手対策事業についてお知らせします。�
事業毎に交付条件や申請手続きなどが定められていますので、詳しくは農業振興課へお問い合わせください。�
�

�

　「春まき野菜栽培講習会」が、３ 月２７ 日（水）に南郷区、３ 月２９ 日（金）に西郷区、北郷区で開
催されました。町内に５つある直売所に地元で作った野菜をより多く出荷してもらおうと、「農林産物直
売所美郷ノ蔵」が主催した講習会で、町内の野菜生産者約４０ 人が参加しました。�
　講師に東臼杵南部農業改良普及センターの小岩崎氏を迎え、春まき野菜の室内講義や、実際に屋
外へ出ての種まき講習など、すぐにでも野菜が作りたくなるような内容の講習会でした。�
　美郷ノ蔵では地元産の農産物を出荷してくださる生産者を募集しています。ご自宅の家庭菜園で作っ
た野菜でも簡単に出荷できます。詳しくは、美郷ノ蔵（166 - 3531 ）までお問い合わせください。�

「春まき野菜栽培講習会」を�
開催しました！�

�



　今年度も１０ 月１ 日から「赤い羽根共同募金運動」が全国一斉に展開されています。町民の皆様から
いただきました「赤い羽根共同募金」については、一定割合をその地域で活かすことを目的として、地
域の団体等に配分されることになっています。平成２６ 年度に美郷町に配分される赤い羽根共同募金
福祉団体等活動費助成金の申請を、下記のとおり受け付けます。�

�

　領土問題・消費税等、今話題のニュースをわ
かりやすく解説されています。�

　映画「ひまわりと子犬の７日間」の
原案本です。�

※利用したい図書等のご要望がございましたら、お近くの図書館（室）にお気軽にご連絡下さい。      �
　参考にさせて頂きます。      

　「眠れない」「以前は楽しかったことが楽しめない」「やる気が出ない」など、
こころの不調について精神科医と保健師が相談に応じています。�
　ひとりで悩まず、誰かに相談してみませんか？お気軽にご相談ください。�
�

�



�

　生活習慣病予防と健康寿命を延ばす為に、男子厨房に入ってみませんか。�
年齢は問いません。料理を作ったことのない方、メニューに困っている方など、�
どなたでも、気軽に参加してみませんか。�

　高血圧症で日常生活に気をつけているけど、味付けがどうしても濃くなってしまうという方はいらっ
しゃいませんか。減塩でも食材や料理法・調味加減でおいしく食べられるコツを学んでみませんか。�
　また、日常生活で工夫していること等を話し合ってみませんか。�

　美郷町食生活改善推進協議会(森田和代会長）では、一緒に食育活動を
していただく食生活改善推進員を募集しています。     �
　年齢は問いません！どの月からでの入会も歓迎です。     �
　24時間の研修受講をしていただき、「私たちの健康は私達の手で」をスロ
ーガンに健康を守る友達の輪を広げてみませんか。     �
�



�

西郷区にある養護老人ホーム「清翠園」
は美郷町が設置し管理運営を行ってき
ましたが、今年４月１日からは管理運営
を社会福祉法人が行うことになりました。�
　町立の施設であることに変わりなく、
従来までの入所制度や運営方針にも
変更はありませんが、民間団体の経営
により高齢者養護の一層の充実をめざ
すものです。�
　今後とも、よろしくお願い申し上げま
す。�
�

　美郷町では、平成２２年度より認知症になるのを遅らせる効果のある「脳の使い方」
を習慣化するプログラムを実施しました。�
　今回は、北郷区よりグループ紹介をします。�
　『きたかひな』は、平成２４年度認知症予防パソコンプログラムに参加し、平成２５
年１月より自主活動を行っています。�
�

　今心がけていること、友達との係わりで楽しい一時を過ごす。今ブームのたまねぎ氷を毎食食
べて自己満足。主人の血糖値も少し下がり喜んでいます。最近は孫たちも大きくなり係わりも少な
くなり、これから自分の時間を最大限楽しみます。　　　　　　　　　　　　　　　　　  きくた�
�

　天気に関係なく毎日のウオーキング、歩くことで日頃目、耳にしないものが飛び込んで心も体も
健康である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  たけはら�
�

　目が覚めたら“おはよう”そして毎日の主婦業バタバタ・・しばらく私の時間を満喫だ～。やがて
ただいま～と。お帰り、お疲れ、粗食で感謝！！やがておやすみズズズ～就寝。こんな毎日がしあわ
せと想うこと、思えることも私の健康維持の一部です。　　　　　　　　　　　　   　    かわうち�
�

　１６回の認知症パソコン教室が今は生活の一部になり、あの日から始まった事で今がある。様々
な至福の時間に加わり、変化の日々である。きたかひなの仲間と長～く楽しんでいこう。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひろしま�
�

　今保育所で子供との時間がとても癒されています。子供や職員の皆さんとの時間も楽しく過ご
させていただき、今の私の活力源かも・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   なかむら�
�

　日本では、国民の2人に1人が“がん“になり、3人に1人が”がん“で亡くなっています�
　がんは加齢により発症リスクが高まるので今後ますます高齢化が進行することを踏まえるとその死
亡者数は更に増加していくものと推測されます。がんは高齢者だけの病気ではなく若い世代に発症の
多いがんもあり、また働き盛りの世代から発生率が高くなっていきますので全ての年代の方が気をつけ
ていかなければなりません。�
　毎日多数のがん細胞ができては免疫の細胞に殺されています。たまたま免疫が取りこぼしたがん細
胞が１０～１５年近い時間を経て目に見えるがんに育っていくのです。�
　たばこを吸わず、酒も飲まず、食事のバランスに気をつけ、運動を心がけてもがんになるリスクは減
少しますがゼロにはなりません。ですから次の備えとして早期に見つけて完治させるがん検診が必要
なのです。日本のがん検診の受診率は先
進国の中で最低レベルです。�
　検診では症状の出ない早期のうちに
がんを発見できます。�
　がんは医学の進歩により、早期に発見
すれば治る確率は飛躍的に高くなります。
がんは不治の病ではなく全体でみれば
半分近くが治ると考えられます。早期が
んなら完治の可能性もぐっと高くなります。�
　早期に発見された場合は命を守るだ
けでなく、治療にかかる時間や治療費も
抑えることができます。検診ががんで命
を落とさないための一番の特効薬なので
す。�
　検診を受けたことがない人はぜひ今
年から、いつも受けている人はこれから
も定期的にがん検診を受けましょう。�
�



　気軽に介護予防・筋力アップのできる運動教室へ参加してみませんか。�
　年齢を重ねるごとに衰えてくる筋力を維持し、快適な睡眠や食欲を維持し仲間と語り、気分転換にな
りますよ。�
　お馴染みの森下先生と、皆さんの体調に合わせた運動ができますので、笑って動いて、みんなで楽し
い時間を過ごしましょう！�

�

　
美
郷
町
の
皆
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て
。�

�

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
美
郷
町
国
民
健
康
保

険
南
郷
診
療
所
に
所
長
と
し
て
赴
任
い
た
し
ま
し
た
、

増
田
浩
一
と
申
し
ま
す
。
今
年
で
医
師
と
し
て
８
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
自
治
医
科
大
学
を
卒
業
後
、
県
立

宮
崎
病
院
で
初
期
研
修
を
行
い
、
高
千
穂
町
国
保
病

院(

内
科)

、
自
治
医
科
大
学
付
属
さ
い
た
ま
医
療
セ
ン

タ
ー(

循
環
器
科)

、
椎
葉
村
国
保
病
院(

総
合
診
療
科)

と
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
椎
葉
村
に
は
合
計
３
年

間
も
お
世
話
に
な
っ
た
事
か
ら
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
立
ち
去
り
、
南
郷
に
赴

任
し
た
と
こ
ろ
で
す
。�

�
�
�

南
郷
に
赴
任
し
て
率
直
に
思
っ
た
事
を
以
下
に
述
べ
ま
す
。�

�

①
椎
葉
に
比
べ
る
と
少
し
都
会
な
気
が
す
る (

椎
葉
か
ら
来
た
私
に
と
っ
て
、
飲
み
屋

が
あ
り
、
Y
シ
ョ
ッ
プ
や
I
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
る
だ
け
で
幸
せ
で
す) 

②
温
泉
が
あ
る(

忙
し

く
て
ま
だ
一
度
も
行
け
て
い
ま
せ
ん
が
…) 

③
日
向
、
宮
崎
に
や
や
近
い(

私
の
好
き
な

日
向
市
八
幡
通
り
の
お
店
ま
で
、
椎
葉
か
ら
と
比
べ
約
35
分
短
縮) 

④
南
郷
診
療
所
の

建
物
は
立
派
で
あ
る(

診
療
所
に
し
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
!!) 

⑤
西
の
正
倉
院
は

立
派
だ (

奈
良
に
あ
る
正
倉
院
は
ま
だ
見
た
事
な
い
で
す
が
…) 

⑥
恋
人
た
ち
の
丘
な

る
も
の
が
あ
る
ら
し
い (

私
に
は
関
係
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど) 

。�
�
�
�

４
月
初
旬
に
神
門
神
社
へ
さ
っ
そ
く
１
年
間
の
平
穏
と
無
事
を
祈
願
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
土
地
を
愛
し
、
我
が
故
郷
に
な
が
れ
る
大
淀
川
の
様
に
、
淀
み
な
く
悠
々
と
診
療

を
行
う
事
、
そ
れ
が
私
の
理
想
と
す
る
医
療
で
す
。
本
年
度
か
ら
南
郷
診
療
所
の
常
勤
医

は
私
一
人
と
な
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
西
郷
病
院
、
宮
崎
大
学
、
千
代
田
病
院
の
先
生
方
か
ら
の
多
大
な
る
支
援
を

頂
き
な
が
ら
、
南
郷
診
療
所
は
今
ま
で
ど
お
り
、
外
来
、
入
院
共
に
３
６
５
日
絶
え
間
な

く
診
療
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
職
員
一
同
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
頼
ら
れ
る
診
療
所
と
な

る
よ
う
に
努
力
し
、
健
全
運
営
を
図
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。�

　
は
じ
め
ま
し
て
！�

　
４
月
に
美
郷
町
国
民
健
康

保
険
西
郷
病
院
に
赴
任
い
た

し
ま
し
た
、
赤
谷
由
佳
で
す
。�

　
出
身
は
都
城
市
で
す
。
栃

木
県
の
自
治
医
科
大
学
を
卒

業
後
、
県
立
宮
崎
病
院
で
２

年
間
研
修
し
、
３
月
ま
で
高

千
穂
町
国
民
健
康
保
険
病

院
に
２
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。�

　
美
郷
町
は
学
生
実
習
の
頃
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
自
然

や
人
と
話
す
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
数
年
振
り
に
、
変
わ
ら
な

い
自
然
の
豊
か
さ
や
景
色
や
人
柄
の
良
さ
に
触
れ
、
今
回
美

郷
町
に
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
て
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。�

　
私
の
担
当
は
内
科
に
な
り
ま
す
。
西
郷
病
院
と
南
郷
診
療

所
で
診
療
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
美
郷
町
の

住
民
の
皆
様
と
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。�

　
で
き
る
だ
け
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
小
さ
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
気
軽
に
お
話
し
か

け
く
だ
さ
い
。（
も
ち
ろ
ん
、
病
気
や
体
調
の
こ
と
以
外
で
も
！
）

一
緒
に
話
し
て
考
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
管
理
や
治
療
を
し

て
い
け
た
ら
幸
い
で
す
。�

　
私
も
美
郷
町
の
い
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
知
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
。
住
民
の
皆
様

と
気
軽
に
話
せ
る
よ
う
な
関
係
を
築
き
、
そ
れ
が
少
し
で
も

お
役
に
た
て
ば
嬉
し
い
限
り
で
す
。�

　
私
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

�
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